
　八千代台南保育園など３園は、築年数が４５年以上経過しています。施設の多くは、内部仕上げ、
トイレ、電気設備、空調設備、給排水衛生設備などの劣化が進み、老朽化しています。
　八千代市公共施設等個別化施設計画では今のところ、立替や更新計画はありませんが、今回
のようなトラブルを回避するためには積極的な見直しが必要です。
　内装も外装も子どもたちにとって安全で快適な環境にして、のびのびと育つ施設を提供できる
ことが公共施設の在り方として重要だと考えます。
　日本共産党は引き続き、保育園等の改善に向け取り組んでまいります。

公共施設の在り方が問われている

　大型室外機ガスヒートポンプの性能が急激に低下したことが原因であり、
この室外機はそろそろ更新の時期であり、危惧をしていたとのことでした。
　この事態を受け緊急の措置として、スポットクーラーを５台設置し、排熱ダ
クトで熱を外に出す工事を行っていました。 また扇風機の増設で対応をし
ているということでした。　
　さらに、園の屋根面は散水ホースが設置（屋根を冷ますことで室温の上
昇を防ぐ目的）されていました。 一時は室温が３２度ほどにもなったようで
すが、当日は室温が２７度、２８度でした。屋根への散水も効果があったよ
うで、子どもたちも安心して過ごしていました。
　 より冷房効果を発揮するには、トタン屋根に遮熱性の塗料を施すことも安価で工事時期も短縮
できるので、実施されるよう提案します。
　今後の予定は、不具合を起こしたエアコンの取替え工事に１か月程度要するので、エアコンを
停止できる１０月中旬から園児のいない週末を利用して交換するとのことです。

緊急対応としてスポットクーラーを設置

　 「地球温暖化の時代は終わり、地球沸騰の時代が到来した。」
国連のグテレス事務総長は７月２７日の記者会見で、異常気象
が新たな日常になりつつあると述べました。 連日の猛暑と収束
の見通しのない異常気象から子どもの命を守る対策は最重要
課題です。
　おりしも先週、八千代台の住民の方から日本共産党八千代台
事務所を通して、市議団に八千代台南保育園のエアコンの件で
連絡がありました。冷房装置が故障し、一部保育室５部屋（２～５歳児クラス）の空調が機能不
全になり、子どもと職員が大変苦労しているということでした。 早速３１日、市の担当（子ども保
育課）の方から事情を聞き、現場を視察しました。

「八千代台南保育園」で熱中症警戒アラートのなか冷房装置が故障
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